
日常の食生活のリスク管理

裕福な日本と最貧国バングラデシュから見える

食生活の危うさ
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インドの支援で、1971年にパキスタンからバングラデシュへと独立した。
現在は、インドと中国から経済援助という形で政治的圧力が増えてきた。



バングラデシュ人民共和国

（議員内閣制/一院制）

・面積 １４万４０００平方ｋｍ（日本の約３８％）

・人口 約１億6000万人

・首都 ダッカ 1300万人

・言語 ベンガル語

・宗教 イスラム教８８％ ヒンズー教１０％ 他

・識字率 約70％ (15才以上)

・世界の縫製工場 輸出の80%を占める

・日本は世界最大の援助国

在留邦人 850人 (在日 1万2千人)



ワーカー（一般工職）の月額賃金 (2014年)

ダッカ（バングラデシュ） 86 ドル
ハノイ（ベトナム） 155 ドル
マニラ（フィリピン） 272 ドル
上海（中国） 495 ドル
ソウル（韓国） 1,851 ドル
日本（東京）※製造業の作業員 2,523 ドル

日本貿易振興機構（ジェトロ）海外調査部，『第24 回アジア・オセアニア
主要都市・地域の投資関連コスト比較』（2014 年5 月）より作成。



バングラデシュ 日本
新生児死亡率※① 24 1 
5歳未満児死亡率※② 41                3 
安全な水へのアクセス率 83% 100% 
衛生施設利用率※③ 55% 100% 
成人の総識字率 58% -
出生時の平均余命 70歳 83歳
1人当たりの国民総所得） 840ドル 47,870ドル

※①出生時から生後28日以内に死亡する確率。出生1,000人あたりの死亡数で表す
※②出生時から満5歳に達する日までに死亡する確率。出生1,000人あたりの死亡数で
表す
※③他世帯と共有せず、トイレを利用する人の割合

感染性疾患等による死亡の割合 45%

非感染性疾患による死亡の割合 43%

負傷による死亡の割合 12%

http://top10.sakura.ne.jp/WHO-WHS2-126-GHE001.html#areaBGD
http://top10.sakura.ne.jp/WHO-WHS2-126-GHE060.html#areaBGD
http://top10.sakura.ne.jp/WHO-WHS2-126-GHE151.html#areaBGD
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バングラデシュの地下水によるヒ素中毒

1970年から1980年にかけて、清潔な水を確保するため、
ユニセフなどの国際機関が管井戸(手押しポンプ)をつくり、
1990年には人口の95%が清潔な?水を得た。

しかし、管井戸の30%が、ヒ素に汚染されていることが分
かり、その濃度は危険とされている50μg/Lのヒ素が検出さ
れ、3500万人がこの危険な水を飲んでいる。

この井戸を放棄して、池などの雨水を利用するようになっ
た。





























Villagers sell food on a 
floating shop near Dhaka

Street vendor selling pickles in open 
street.

Small restaurant on street corner.



Mobile court men seize mixture machine for preparing 
Contaminated ghee and poisoning color from a manufacturing farm

Food adulteration



Mobile court seized 11 types of poisonous chemicals and 
mobil mixed oil used in City Confectionary and Bakery

Food adulteration



貧富の差に関係なく

内容物の表示だけでは食品の安全は確認できない。

しかし、富裕層は、より安全な高額な食品を購入し、
健康管理に配慮できる余裕があるように思われる?

貧困層は、安価でハイリスクの食品でしか、生命維持
をしなければならない時がある。
先進国の米国もしかり。



食品の安全性は科学的に証明されているのか?

科学的な安全の保証方法は開発途上であり、確立されていない。

食品の主成分とその含有量は表示されているが、食品そのものの毒性試験(動物
実験等)は皆無である。 ただし、貝の毒性試験は行われている。

表示されている個々の食品添加物は、安全なレベルで使用されているが、
類似の毒性作用を持つ添加物の総量が危険なレベルに達する可能性がある。

そして、個々の添加物の毒性試験は、単品で行われているが、他の添加物や食
品成分との相互作用による相加的あるいは相乗効果的な毒性発現の確認はされ
ていない。

例として、ヨーロッパのオレンジジュースに含まれている甘味料のアスパルテーム
と着色剤のバターイエロー(黄色色素)の組み合わせが、神経細胞の成長を妨害
するので、幼児の多動性症候群の原因になっている可能性が指摘されている。



100g中のソラニンの含有量が20 mgを
超えるものは、食用に用いない

成人の中毒量はおよそ 200–400 mg、
小児の場合はその約10分の1程度

皮に濃縮されているので、
食べてはいけない。

未熟トマトには、トマチンが465 mg/kg、
熟したトマトには48 mg/kg含まれるが、
半致死量は1600 mg（1.6 g）なので、
中毒死することはないが、下痢、腹痛、嘔吐
が生じる。
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Concentration ratio of solanine to chaconine

(μM:μM)

ジャガイモの毒素であるソラニンとチャコニンは無毒な濃度であっても、
1:1で存在すると相乗効果的に毒性を発現する。

Food Chemistry 141 (2013) 669–674



未成熟,1 未成熟,2 成熟,初期 成熟,中期 収穫 完熟

4.5%酢酸漬け加工抽出液添加
(トマチン濃度5.5µM)

未完塾トマトには、毒素トマチンが含まれている。
しかし、ある濃度では、肥満細胞の脂質蓄積を阻害し、肥満防止効果がある。

無添加

赤く染まっているのが脂肪顆粒

Food Chemistry 209 (2016) 171–176



0時間 1個
1時間 8個
2時間 64個
3時間 512個
4時間 4,096個
5時間 32,768個
6時間 262,144個

9時間 134,217,728個

1個の細菌が20分ごとに
2倍に増える場合

食中毒菌は唯一増える危険因子である。



完熟堆肥
70~80℃まで発酵して
食中毒菌が死滅したもの

未完熟堆肥
発熱が不十分なもので
食中毒菌が生存している

土壌細菌

食中毒菌

生野菜の安全管理は栽培段階から始まる。



人口 患者数 死亡者数

米国 3億1,500万 7,600万 5,000

フランス 6,200万 75万 400

英国 6,160万 172万 687

日本 1億2,700万 2万4,302 4

中国 13億8000万 9,400万 8,500

食中毒による患者数各国比較 (単位:人)



Th1 Th2
Th1

Th2

細菌の成分がTh1
を増やす

アレルゲンがTh2を
増やす

不潔な環境 清潔な環境

アレルギーは
生じない

アレルギー発症

清潔すぎると

ｱﾚﾙｷﾞｰが増え
る



まとめ

1.食品は医薬品ではないので、安全性や機能性が
科学的に立証されていない。(リスクゼロではない)

2.自然食品、伝統食品、有機栽培に対するイメージ
だけの安心は無意味である。(科学的裏付けが必要)

3.偏食は特定の毒物に曝される危険性があるため、
多様な食品を摂取し、薄める。

4.過度の地産地消も潜在的なリスクがある。
(身近な産業廃棄物による地下水と土壌の汚染)

5.腸内細菌で免疫力を高める食生活を心がける。



キング醸造中央研究所の活動

1987年 キング醸造中央研究所 設立

食品開発部門 既存食品の改良・品質向上
微生物関連開発部門 醸造技術の改善 (コストダウンと短期化)
動物細胞関連開発部門 新規生理活性物質の商品化

本みりん生産の迅速化 料理酒の生産技術の改善
天津・シンガポールの工場の品質管体制の確立と技術改善

農水省の支援事業で食品の健全性(安全性)評価試験方法の開発
細胞生存率の迅速測定方法の日米の特許取得
この技術は栄研化学が商品化

がん研究試薬TGFベーター(形質転換因子)の商品化
1μg 2万円 (1g 200億円)で販売、国内独占 英米の試薬会社にも販売





臨床検査への応用
(病原菌の薬剤感受性を調べ、有効な薬を治療に使う)

血液中の病原菌を薬剤と共に4時間培

養した後、細菌の増殖阻止率を測定し
て治療に有効な薬剤を決める。

検体移動
用リフト

インキュベーター

化学発光測定器



日本赤十字社広島原爆病院

免疫力が低下した被ばく入院患者をMRSA (Methicillin-Rsistant Staphylococcus
Aureus) から守るため、化学発光法で迅速に外来患者のMRSA感染をチェックした。



なぜ食品業界に利用できなかったか?

食品の安全性を監視する厚労省は、
業界からの強い要請がないかぎり、対応できない。

食料の確保を担当する農水省は、
食の安心安全を確保するための技術開発を進めているが、厚労省の既存の
公定法が立ちはだかり、認可されるケースはほとんどない。
研究者に無力感が漂う。

食品業界は、
時代遅れの公定法を守っておれば良く、余計な投資はしたくない。
ただし、一部の企業は自主検査を開発し、品質管理の効率化を目指している。

なぜ医療関係に利用されたのか?

厚労省は、迅速・正確な診断方法を普及させることで、治療効果の向上と
医療費の削減を目指した。



ご清聴ありがとうございました。


